
「
いんしょくてん

飲食店に
ものもう

物申す」が
ぼく

僕のスタンスだと
おも

思われているでしょうが、
こんかい

今回は
きゅうぶきゅう

九分九
りんきゅうもう

厘九毛までお
みせ

店の

み か た

味方です。[
ちゅうもん

注 文の
おお

多い
りょうりてん

料理店]？
けっこう

結構じゃありませんか。
た � � も の

食べ物に
たい

対して
け い い

敬意を
はら

払っているお
みせ

店なら、

その
い

言い
ぶん

分は１００%
ただ

正しい。

　
もちろん

勿論、お
みせ

店のご
しゅじん

主人が、
たん

単に
じ

自
ぶん

分の
し ゅ み

趣味
しゅこう

趣向を
お � つ

押し付けているだけなら、お
きゃく

客にもわずかながら
い

言

い
ぶん

分があるかもしれません。けれども、
ぼく

僕が
み

見てきた
れい

例は、すべからくお
きゃく

客が
わる

悪かった。

たと

例えば、お
す し や

寿司屋さんでお
きゃく

客と
しょくにん

職 人さんが
け ん か

喧嘩しているのをよく
み

見かけます。お
さけ

酒ばっかり
の

飲むお

きゃく

客に、
しょくにん

職 人さんが「お
す し

寿司も
た

食べていただけませんか」と
ひと

一
こと

言。するとお
きゃく

客は「バカヤロウ、
おれ

俺の
か っ て

勝手

だろ！」となってしまうんです。

でも、
ただ

正しいのはどちらですか？お
みせ

店としては、
りょうり

料理を
で き

出来るだけおいしく
た

食べてもらいたいわけ

でしょう？
あさ

朝
はや

早くから
よ

良い
ざいりょう

材 料を
え ら � � �

選んで
し い � �

仕入れてきて、
ていねい

丁寧に
し こ

仕込んで、
いちばん

一番おいしい
じょうたい

状 態にして
だ

出

そうとしている。それを
た

食べないなんて、お
みせ

店に
たい

対する
そんけい

尊敬の
ねん

念が
うす

薄すぎます。

にににに ほほほほ んんんん じじじじ んんんん
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客客客客ののののママママナナナナーーーーはははは
せせせせ かかかか いいいい てててて きききき

世世世世界界界界的的的的にににに
みみみみ

見見見見ててててもももも
ささささいいいい

最最最最
ああああくくくく

悪悪悪悪でででですすすす

　
たいがい

大概のお
きゃく

客は、
しょみんてき

庶民的なお
みせ

店では
す

好き
か っ て

勝手に
ふ

振るまうくせに、
こうきゅう

高 級レストランでは
ちぢ

縮こまっている。

それは
き も

気持ちの
なか

中で、
みせ

店を
か っ て

勝手にランク
づ

付けして
さ べ つ

差別しているんですよ。
ひじょう

非常に
しつれい

失礼な
た い ど

態度です。

や � �と り や

焼き鳥屋でもラーメン
や

屋でも、
りょうり

料理
にん

人の
こころざし

志が
おな

同じところにあるのなら、
そんけい

尊敬の
ねん

念は
まった

全く
おな

同じである

べきでしょう。

　だいたい
に ほ ん

日本のお
きゃく

客はマナーが
わる

悪すぎます。お
みせ

店
がわ

側が
ちゅうもん

注 文をつけたくなるのも
む り

無理はありません。

ほとんどのお
みせ

店は
のどもと

喉元まで
で

出かかっていると
おも

思いますよ。それでも９９%の
みせ

店が
だま

黙ってこらえている。



うっかり
ちゅうい

注意してしまったら、
わる

悪い
うわさ

噂を
なが

流されたり、インターネットで
ひ ぼ う

誹謗
ちゅうしょう

中 傷の
まと

的になったりし

ますからね。
ぼく

僕の
し

知っているお
みせ

店でも、お
きゃく

客に
たい

対して
もの

物
もう

申せるところは
すく

少なくなってしまいました。

　
とく

特に
さいきん

最近の
しろうと

素人の
ひょうろんか

評論家
き ど

気取りは
ほんとう

本当にひどくて、
い

言いたい
ほうだい

放題です。まとはずれな
ひ は ん

批判を
め

目にす

る
き か い

機会も
ふ

増えました。レストランでの
ふ

振るまいもひどくて、メモを
と

取りながら、デジカメで
しゃしん

写真を
と

取

りながらご
はん

飯を
た

食べている。そんなことをしていったい
なに

何が
たの

楽しいの？
た

食べるところでデジカメなん

か
つか

使うな、メモなんか
と

取るなと
い

言いたい。おばかな
た

食べ
て

手を、
しろうと

素人
ひょうろんか

評論家をのさばらせちゃいけませ

ん。[
ちゅうもん

注 文の
おお

多い
りょうりてん

料理店]は、こうした
て

手
あ

合いに
た � む � � �

立ち向かえる、ごく
ひと

一
に ぎ �

握りの、
き が い

気概あるお
みせ

店と
い

言えま

す。

すすすすぐぐぐぐにににに
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　そもそも、
りょうり

料理の
こんぽん

根本は
た � � も の

食べ物を
かい

介して、
つく

作り
て

手と
た

食べ
て

手がコミュニケーションを
と

取ることなんで

す。
りょうり

料理を
た

食べて、シェフの
かんが

考えたことを
り か い

理解し、
ちか

近づきたいと
おも

思うわけです。それならシェフの
すす

勧

める
た

食べ
かた

方に
したが

従うのが
いちばん

一番に
き

決まっているでしょう？
いま

今、
せ か い

世界で
もっと

最も
わ だ い

話題になっている、「エル・ブ

リ」というレストランがスペインにありますが、そこではシェフが「スープは
い っ き

一気に
の

飲んで」とか「
さかな

魚

を
た

食べる
まえ

前にこのハーブの
かお

香りを
す

吸って」などと
ちゅうもん

注 文をつけます。それが、
りょうり

料理を
あじ

味わうために
ひつよう

必要

なことだからなんです。でも、これを
いや

嫌がる
ひと

人はあまりいないでしょう。ラーメン
や

屋で「そんな
た

食べ
かた

方

をしちゃダメだ！」と
い

言われるのも
まった

全く
おな

同じだと
おも

思いますよ。

　お
みせ

店に
ちゅうもん

注 文をつけられたからといって、すぐに
はら

腹を
た

立てるのもよくない。
なっとく

納得がいかなかったら、

「
な ぜ

何故ですか？」と
き

聞けばいいんです。そこでコミュニケーションが
う

生まれて、お
みせ

店との
き ょ り

距離が
ちぢ

縮ま

るんですから。
い ぜ ん

以前、こんなことがありました。
ち じ ん

知人に
すす

勧められて、ある
そ ば

蕎麦
や

屋に
で

出かけたのですが、



ぼく

僕が
みせ

店に
はい

入ると、
てん

店
しゅ

主が「アンタ、
やま

山
もと� � � �� � � �

本ナントカってヤツだろ。
おれ

俺、アンタが
きら

嫌いなんだ。
かえ

帰ってく

れ」。さすがにムッとしたけど、「そんなことを
い

言わずに
た

食べさせてくださいよ」と
く

食い
さ � � �

下がった。す

ると「じゃあ、アンタが
とうきょう

東 京で
いちばん

一番
うま� �

旨いと
おも

思う
そ ば

蕎麦
や

屋を５
けん

軒
い

言ってみな。
なっとく

納得いったら
そ ば

蕎麦
う

打ってや

るよ」。で、
ぼく

僕が５
けん

軒
あ

挙げると、「わかった！
そ ば

蕎麦を
だ

出すよ！アンタ
ご か い

誤解されてるよ！」。いや、
ご か い

誤解し

ているのはアンタだけだって（
わらい

笑）。
ぼく

僕だったらここまでしますよ。

　
つく

作り
て

手に
たい

対する
そんけい

尊敬の
ねん

念を
わす

忘れたら、
いんしょくてん

飲食店でのコミュニケーションは
な

成り
た

立ちません。
す

好き
か っ て

勝手

に
た

食べさせろというのは、
た

食べての
ごうまん

傲慢。これが
り か い

理解できない
みじゅく

未熟な
ぼう� �

坊やは、ベビーフードでも
た

食べ

ていればいいんですよ。


